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（１）地震・津波に関する情報の発表と伝達

ɹ஍਒ʹΑΔ֐ࡂʹ͸ɺओʹɺ஍਒࣌ͷ༳Εʢ஍਒ಈʣʹΑΔ΋ͷͱɺ஍਒ʹ൐ͬͯ ൃੜ͢Δ௡೾ʹΑ

Δ΋ͷͱ͕͋Γ· ɻ͢͜ΕΒͷ֐ࡂΛܰ͢ݮΔͨΊɺؾ৅ி͸ɺ஍਒ͱ௡೾Λ�� ɺͦ͠ࢹମ੍Ͱ؂ؒ࣌

ͷൃੜ࣌ʹ͸ɺ༧ଌ΍؍ଌ݁Ռͷ৘ใΛਝ଎ʹൃද͠· ɻ͢஍਒ൃੜ௚ޙͷ஍਒ٴͼ௡೾ͷ৘ใ͸ɺ

๷ؔػ܎ؔࡂͷॳಈରԠͳͲʹ׆༻͞Ε͍ͯ· ɻ͢

ア．地震に関する情報
地震の監視
ɹؾ৅ி͸ɺશࠃ ���͔ॴҎ্ʹઃஔͨ͠஍਒ܭ΍ɺʢಠʣ๷ࡂՊֶٕज़ڀݚॴ౳ͷؔؔػ܎ͷ஍਒

ͷσʔλΛू໿ͯ͠ܭ ɺ஍਒ͷൃੜΛ�� ͯ͠ࢹମ੍Ͱ؂ؒ࣌ ͍· ɻ͢·ͨɺ஍໘ͷ༳Εͷ͞ڧΛଌΔ਒

౓ܭΛશࠃ໿ ���͔ॴʹઃஔ͠ɺ஍਒ൃੜ࣌ʹ͸ɺ͜ΕΒͷ਒౓ٴܭͼ஍ํެஂڞମ΍ʢಠʣ๷ࡂՊ

ֶٕज़ڀݚॴ͕ઃஔͨ͠਒౓ܭͷσʔλΛू໿ʢશࠃͰ߹ܭ໿ ����͔ॴʣͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹؾ৅ி͸ɺ͜ΕΒͷσʔλΛجʹɺ஍਒ൃੜ࣌ʹ͸࣍ͷ৘ใΛൃද͠· ɻ͢

� ஍਒ɾ௡೾ͱՐࢁʹؔ͢Δ৘ใ

地震津波情報作成・伝達の流れ
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第1部　気象業務の現状と今後

緊急地震速報（地震動警報・地震動予報）
ɹٸۓ஍਒଎ใ͸ɺ஍਒ͷൃੜ௚ޙʹɺ਒ݯʹ͍ۙ஍਒ܭͰͱΒ͑ͨ؍ଌσʔλΛղੳͯ͠ ਒ݯ΍஍

਒ͷن໛ʢϚάχνϡʔυʣΛ௚ͪʹਪఆ͠ɺ͜ Εʹ֤͍ͯͮج஍Ͱͷओཁಈͷ౸ୡࠁ࣌΍਒౓Λ༧ଌ͠ɺ

ՄೳͳݶΓૉૣ͘஌ΒͤΔ஍਒ಈͷ༧ใٴͼܯใͷ͜ͱͰ ɻ͍͢ڧ༳ΕͷલʹɺࣗΒͷ਎ΛकͬͨΓɺ

ྻंͷεϐʔυΛམͱ͠ ͨΓɺ͋Δ͍͸޻৔౳Ͱػց੍ޚΛͨͬߦΓ͠ ͯɺඃ֐ͷܰݮΛਤΓ· ɻ͢਒౓

̑ऑҎ্ͷ༳ΕΛ༧ଌͨ͠ࡍʹ͸ɺ਒౓̐Ҏ্ͷ༳Ε͕༧૝͞ΕΔ஍Ҭʹର͠ɺٸۓ஍਒଎ใʢܯใʣ

Λൃද͠ɺςϨϏɾϥδΦɾܞଳి࿩౳Λ௨͓ͯ͡஌Βͤ͠· ɻ͢·ͨɺຽؒͷ༧ใۀ຿ڐՄऀۀࣄ͸

ઐ༻୺຤౳Λ։ൃ͠Ի੠΍จࣈ౳Ͱٸۓ஍਒଎ใʢ༧ใʣΛ஌ΒͤΔαʔϏεΛͯͬߦ ͍· ɻ͢

観測した結果を整理した情報
ɹؾ৅ி͸ɺ؍ଌͨ͠஍਒೾ܗͳͲͷσʔλ͔Βਪఆͨ͠਒ݯͷҐஔɺϚάχνϡʔυ΍؍ଌͨ͠਒౓ʢ༳

Εͷ͞ڧʣͳͲͷ৘ใΛਝ଎ʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢஍਒ൃੜͷ໿ ෼̍൒ޙʹ͸ɺ਒౓̏Ҏ্͕؍ଌ͞Εͯ

͍Δ஍ҬΛࣔ ʮ͢਒౓଎ใʯΛɺͦͷޙɺ਒ݯͷҐஔ΍਒౓̏Ҏ্Λ؍ଌͨ͠ࢢொଜ໊ͳͲɺ؍ଌσʔ

λͷऩूʹ͋Θͤͯৄࡉͳ৘ใΛൃද͠· ɻ͢

ɹ਒౓ͷ৘ใ͸ςϨϏ΍ϥδΦͳͲͰใಓ͞ΕΔଞɺ๷ؔػ܎ؔࡂͷॳಈରԠͷج४΍֐ࡂԠٸରࡦ

ͷج४ͱ͠ ·Ε͍ͯ͞༺׆ͯ ɻ͢

　　

地震観測網 地震情報に活用している震度観測網
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イ．津波に関する情報
津波の監視
ɹؾ৅ிͰ͸ɺ௡೾͕൐͏Մೳੑͷ͋Δن໛ͷେ͖ͳ஍਒͕ൃੜͨ͠৔߹ʹ͸ɺ௡೾ͷঢ়گΛࢹ؂
͍ͯ͠·͢ɻؾ৅ி͸ɺશࠃ໿ �� ͔ॴʹ௡೾؍ଌࢪઃΛઃஔ͍ͯ͠Δ΄͔ɺԭ߹Ͱͷ௡೾Λ؍ଌ
͢ΔͨΊࠃ౔ަ௨লߓ࿷͕ہ੔උ̨̜̥ͨ͠೾࿘ܭ΋ར༻͢ΔͳͲɺ͕ؔؔػ܎ઃஔ͍ͯ͠Δ؍ଌ
໿ࠃɺશ͠༺׆ઃ͔Βͷσʔλ΋ࢪ ��� ͔ॴͰ௡೾ͷࢹ؂Λ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹؾ৅ிͰ͸ɺ஍਒ܭͷσʔλ΍͜ΕΒͷ௡೾ͷࢹ؂ʹ༻͍͍ͯΔσʔλΛجʹɺ஍਒ʹΑΓ೔ຊ

Ԋ؛ʹ௡೾͕౸ୡ͢Δ͓ͦΕ͕͋Δ৔߹΍ɺ௡೾Λ؍ଌͨ͠৔߹ʹ͸ɺ࣍ͷ৘ใΛൃද͠·͢ɻ

 

䝯䞊䝖䝹
䜻䝻

地震情報
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第1部　気象業務の現状と今後

津波警報・津波注意報、津波予報、津波情報
ɹ஍਒ͱಉ࣌ʹൃੜ͢Δ஍֪มಈʹΑͬͯւఈ໘͕େ্͖͕ͨͬͪ࣋͘ΓԼ͕ͬͨΓ͢Δͱɺ௡೾
͕ൃੜ͠·͢ɻؾ৅ி͸ɺւҬͰن໛ͷେ͖ͳ஍਒͕ൃੜ͠ɺ཮Ҭ΁ਁਫ͢ΔͳͲॏେͳى͕֐ࡂ
͜Δ͓ͦΕͷ͋Δ௡೾͕༧૝͞ΕΔ৔߹ʹ͸௡೾ܯใʢ̍͞ߴϝʔτϧҎ্ʣΛɺΑΓਙେͳ֐ࡂ
ͱͳΔ͓ͦΕ͕͋Δ৔߹͸௡೾ܯใʢେ௡೾ʣʢ̏͞ߴϝʔτϧҎ্ʣΛɺ͞ߴ ��� ϝʔτϧఔ౓
Ͱւͷத΍ւ؛ɺՏޱ෇ۙͰ֐ࡂͷ͜ىΔ͓ͦΕͷ͋Δ௡೾͕༧૝͞ΕΔ৔߹ʹ͸௡೾஫ҙใΛൃ
ද͠·͢ɻ௡೾ܯใɾ஫ҙใΛൃදͨ͠৔߹ɺ௡೾ͷ౸ୡ༧૝ࠁ࣌ɾ༧૝͞ΕΔ௡೾ͷ͞ߴʹؔ͢
Δ৘ใͳͲ΋ൃද͠·͢ɻ͞ΒʹɺԊ؛Ͱ௡೾Λ؍ଌͨ͠৔߹ʹ͸ɺୈҰ೾ͷ౸ணࠁ࣌ɺ࠷େͷߴ
͞ͳͲɺ؍ଌঢ়گΛൃද͠·͢ɻ
ɹ·ͨɺ஍਒ൃੜޙɺ௡೾͕༧૝͞Εͳ͔ͬͨΓɺ༧૝͞Εͯ΋͜ى͕֐ࡂΔ͓ͦΕ͕ͳ͍ ��� ϝ
ʔτϧະຬͷ͞ߴͷ৔߹ʹ͸ɺ௡೾༧ใʢएׯͷւ໘มಈʣΛൃද͠·͢ɻ

津波警報・津波注意報（注）

（注）「平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震」を踏まえた改善により、平成２４年末を目途に高さの基準等が変更されます。
（特集１、２参照）
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ウ．地震調査研究の推進とその成果の気象業務への活用
ɹʮฏ੒ �೥ʢ���� ೥ʣฌݝݿೆ෦஍਒ʯʢࡕਆɾ୶࿏େ਒ࡂʣΛػܖʹ੍ఆ͞Εͨ஍਒๷ࡂରࡦ
ಛผાஔ๏ʢฏ੒ �೥๏཯ୈ ��� ߸ʣʹΑΓɺ੓෎ͷಛผͷؔػͱͯ͠஍਒ௐࠪڀݚਪਐຊ෦͕ઃ
ஔ͞Ε·ͨ͠ɻؾ৅ிͰ͸ɺ͜ͷ஍਒ௐࠪڀݚਪਐຊ෦͕ࡦఆͨ͠ʮ஍਒ʹؔ͢Δج൫తௐࠪ؍ଌ
ɺฏ੒͍ͯͮجʹըʯܭ �೥ΑΓେֶ΍ʢಠʣ๷ࡂՊֶٕज़ڀݚॴͳͲͷؔؔػ܎ͷ஍਒؍ଌσʔ
λͷఏڙΛड͚͍ͯ·͢ɻ͜ΕΒͷσʔλΛ΋ͱʹɺؾ৅ிͰ͸จ෦Պֶলͱͯ͠ྗڠɺզ͕ࠃ΍
ͦͷपลͰൃੜ͢Δ஍਒׆ಈͷ೺Ѳʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻؾ৅ிʹؔؔػ܎ͷσʔλΛूΊͯॲཧͨ͠
͜ͱʹΑΓɺখ͍͞஍਒ͷ਒ݯ΋ٻ·ΔΑ͏ʹͳΓɺৄࡉͳ஍਒׆ಈͷ೺Ѳ͕ՄೳͱͳΓ·ͨ͠ɻ
׆Λਪਐ͢ΔͨΊɺ஍਒ڀݚΔͱͱ΋ʹɺ஍਒ௐࠪ͢༺׆ʹ৅ிͰ͸ɺ͜ΕΒͷ݁ՌΛ஍਒৘ใؾ
ಈͷධՁΛ͍ͯͬߦΔ஍਒ௐࠪڀݚਪਐຊ෦஍਒ௐࠪҕһձ΍ɺେֶͳͲؔؔػ܎΁ఏ͍ͯ͠ڙ·
͢ɻ

津波情報

津波予報

津波予報 

予想される海面の状況 内容 

津波が予想されないとき 
津波の心配なしの旨を地震情報に含めて

発表します。 

0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき 

高いところでも 0.2ｍ未満の海面変動のた

め被害の心配はなく、特段の防災対応の

必要がない旨を発表します。 

津波注意報解除後も海面変動が継続するとき 

津波に伴う海面変動が観測されており、今

後も継続する可能性が高いため、海に入

っての作業や釣り、海水浴などに際しては

十分に留意する必要がある旨を発表しま

す。 

 

情報の種類 内容 

津波の到達予想時刻・予想される津波の高

さに関する情報 

各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想され

る津波の高さをメートル単位で発表します。 

各地の満潮時刻・津波の到達予想時刻に関

する情報 

主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を発

表します。 

津波観測に関する情報 
実際に津波を観測した場合に、その時刻や高さを

発表します。 
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第1部　気象業務の現状と今後

質問箱

　地震の予知とは、地震の発生時期、場所、大きさ（マグニチュード）を地震の発生前に科学的な根拠
に基づき予測することです。
　現在の地震学では、地震予知は実用段階ではなく研究段階のものと考えられています。
　その中で、東海地震については、現在日本で唯一、短期直前予知ができる可能性がある地震と考えら
れます。その根拠としては、①予想震源域の周辺に精度の高い観測網が整備されていること、②科学的
に根拠のある前兆現象（前兆すべり）を伴う可能性があると考えられること、さらに、③捉えられた異常
な現象が前兆現象（前兆すべり）であるか否かを科学的に判断するための基準があることの3つが挙げ
られます。
　ただし、東海地震についても発生日時を指定した予知を行うことはできませんし、前兆現象である前
兆すべりが急激に進んだ場合や小さい場合には短期直前予知ができない場合があります。
　「○月×日に大地震が起こる」という話を耳にすることがありますが、発生日時を指定した情報は根拠
のない話ですのでご注意ください。

　東海地震はプレート（地球表面を覆う厚さ数十～百キロメートル程度の岩石の層）同士の境界で起こ
る地震です。プレート境界の一部は普段は強くくっついています。
　東海地震の前にはこの領域の一部が少しずつすべり始め、最終的に急激に大きくずれて強い揺れを発
生させ東海地震になると考えられています。
　この少しずつすべり始める現象が前兆すべりです。
　前兆すべりを捉えようと、ひずみ計等の観測測器を東海地域に展開し、気象庁において24時間監視し
ています。

○地震は予知できるの？

○前兆すべりとは？

プレートの沈み込みと前兆すべり
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エ．東海地域の地震・地殻変動の監視と情報提供
ɹ౦ւ஍਒͸ɺॣՏ࿷͔Β੩Ԭݝͷ಺཮෦Λ਒ݯҬͱ͠ɺ͍ͭൃੜͯ͠΋͓͔͘͠ͳ͍ͱ͑ߟΒΕ
͍ͯΔେن໛ͳ஍਒ͰɺࡏݱɺՊֶతͳ௚લ༧஌ͷՄೳੑ͕͋Δ஍਒ͱ͑ߟΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹؾ৅ி͸ɺ౦ւ஍਒ͷൃੜΛ༧஌͠ɺࠃຽͷ๷ࡂɾߦࡂݮಈʹ໾ཱͯΔͨΊɺؔؔػ܎ͷྗڠΛ
ಘͯɺ౦ւ஍Ҭͱͦͷपลʹల։͞Εͨ஍਒ܭ΍ͻͣΈܭͳͲͷσʔλΛऩू͠ɺ஍਒ͷલஹݱ৅
ͱͳΔ஍਒ͱ஍֪มಈΛ �� ɻ͢·͍ͯ͠ࢹମ੍Ͱ؂ؒ࣌

ɹ
ɹ౦ւ஍਒ͷ༧஌͸ʮલஹ͢΂ΓʢϓϨεϦοϓʣʯʹ൐͏஍൫ͷ৳ͼॖΈʢ஍֪มಈʣΛͻͣΈ
ɻ͢·͍ߦͳͲͰଊ͑Δ͜ͱͰܭ
ɹ؍ଌσʔλʹҟৗ͕ݱΕͨ৔߹ɺؾ৅ி͸ɺ஍਒౳ͷઐ໳Ո͔Βߏ੒͞ΕΔ஍਒๷ࡂରڧࡦԽ஍
Ҭ൑ఆձʢ൑ఆձʣΛ։͠࠵ɺ౦ւ஍਒ʹ݁ͼ͔ͭ͘Ͳ͏͔Λʮ౦ւ஍਒ʹؔ࿈͢Δ৘ใʯͰൃද
͠·͢ɻ๷ؔػࡂ౳͸͜ͷ৘ใ಺༰ʹԠͨ͡ஈ֊తͳ๷ࡂରԠΛͱΓ·͢ɻ
ɹͨͩ͠ɺલஹ͢΂Γ͕খ͍͞৔߹ͳͲɺඞͣ͠΋લஹݱ৅Λଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͣɺ্هͷ৘ใΛ
ൃදͰ͖ͳ͍··౦ւ஍਒͕ൃੜ͢Δ͜ͱ΋͋Γ͑·͢ɻ

東海地震の想定震源域と地震・地殻変動観測網
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第1部　気象業務の現状と今後

 

東海地震に関連する情報

東海地震に関連する情報の流れ
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（２）火山の監視と防災情報

ア．火山の監視
① 110 活火山と火山監視・情報センター

ɹզ͕ࠃʹ͸��� ͷ׆Ր͕͋ࢁΓ· ɻ͢

ɹؾ৅ிͰ͸ɺ͜ͷ͏ͪ Րࢁ෾Ր༧஌࿈བྷձʢޙड़ʣʹΑͬͯ બఆ͞Εͨ��Րࢁʹ͍ͭͯ͸ɺؔػ܎

ؔͷྗڠ΋ಘͳ͕Βɺ஍਒ܭɺ஍ܗͷมԽΛ؍ଌ͢Δܭࣼ܏ʢ༻ࢀूޠরʣɺԕ๬Χϝϥٴͼ(14 ؍

ଌ૷ஔͳͲʹΑΔৗ؍࣌ଌମ੍Λ੔උͯ͠ ͓Γɺؾ৅ிຊிʢ౦ژʣٴͼࡳຈɾઋ୆ɾ෱Ԭͷ֤ؾ؅۠

৅୆ʹઃஔ͞ΕͨՐࢹ؂ࢁɾ৘ใηϯλʔʹ͓͍ͯ�� ͯ͠ࢹಈΛ؂׆ࢁମ੍ͰՐؒ࣌ ͍· ɻ͢·ͨɺ֤

ηϯλʔͷՐػࢁಈ؍ଌ൝͕ɺͦͷଞͷՐࢁΛؚΊͯݱ஍ʹग़ܭ͖޲ըతʹௐࠪ؍ଌΛͯͬߦ ͓ΓɺՐ
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ΛڧԽ͠· ɻ͢

N32°	


N28°	


N24°	


ベヨネース列岩	

須美寿島	

伊豆鳥島	


西之島	


海徳海山	

噴火浅根	

硫黄島	

北福徳堆	

福徳岡ノ場	


南日吉海山	


E140°	
 E144°	


指臼岳	

小田萌山	


渡島大島	


茂世路岳	

散布山	


択捉焼山	

ベルタルベ山	


択捉阿登佐岳	


爺爺岳	


羅臼山	

泊山	


知床硫黄山	


羅臼岳	


アトサヌプリ	


摩周	


雌阿寒岳	


大雪山	


丸山	

恵庭岳	


有珠山	


北海道駒ヶ岳	


樽前山	


恵山	


倶多楽	

恐山	


岩木山	


十和田	

八甲田山	


八幡平	

岩手山	


秋田焼山	


栗駒山	

鳴子	


蔵王山	


安達太良山	


鳥海山	


秋田駒ヶ岳	


那須岳	


日光白根山	

赤城山	

榛名山	


富士山	

箱根山	


伊豆大島	


伊豆東部火山群	


新島	
神津島	


八丈島	

青ヶ島	


弥陀ヶ原	

焼岳	


乗鞍岳	


白山	

御嶽山	


磐梯山	


燧ヶ岳	


鶴見岳･伽藍岳	


雲仙岳	


霧島山	


桜島	


開聞岳	


薩摩硫黄島	


口永良部島	


中之島	


諏訪之瀬島	


浅間山	


妙高山	


新潟焼山	


ルルイ岳	


利尻山	


　羊蹄山	

ニセコ	


肘折	


沼沢	


高原山	


アカンダナ山	


横岳	

利島	


御蔵島	


嬬婦岩	


海形海山	


日光海山	


三瓶山	


阿武火山群	


由布岳	


福江火山群	


米丸･住吉池	


若尊	


池田･山川	


口之島	


吾妻山	


:	
 火山活動を24時間体制で監視している常時観測火山（47火山）	
 

:	
 活火山（110火山） 

阿蘇山	
 三宅島	


南西諸島	


西表島北北東	

      海底火山	


硫黄鳥島	


九重山	


草津白根山	


雄阿寒岳	


天頂山	


札幌管区気象台	

火山監視・情報センター	


福岡管区気象台	

火山監視・情報センター	


仙台管区気象台	

火山監視・情報センター	


気象庁地震火山部	

火山監視・情報センター	


十勝岳	


：噴火警戒レベルが導入されている火山（29火山）平成24年4月現在	
 火山名	


我が国の110活火山と火山監視・情報センター
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第1部　気象業務の現状と今後

コラム

　活火山は「概ね過去１万年以内に噴火した火山及び現在活発な噴気活動のある火山」と定義され、
この定義に基づき、火山噴火予知連絡会において110の活火山が選定されています。
　さらに、今後100年程度以内に噴火が発生する可能性及び社会的影響を踏まえ、火山防災のため
に「監視･観測体制の充実等が必要な火山」として47火山が火山噴火予知連絡会によって選定され
ました。
　これら47火山に対し、気象庁では、観測施設を整備し、大学等関係機関の協力も得て火山活動を
24時間体制で常時観測・監視しています。また、これら47の常時観測火山以外の活火山も含む全国
110の活火山を対象として火山機動観測班による計画的な調査観測を行っており、必要に応じて火
山活動をより詳細に把握するために観測体制を強化しています。このような観測の成果に基づき、気
象庁では噴火警報・噴火予報や火山活動解説資料等を発表しています。

■110活火山と47常時観測火山

火山噴火予知連絡会によって選定された火山防災のために
監視・観測体制の充実等が必要な火山（47火山）とその選定理由
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②火山活動を捉えるための観測網

ɹՐࢁ෾ՐʹΑΔඃ֐Λ࠷খݶʹ৯͍ࢭΊΔͨΊʹ͸ɺՐ׆ࢁಈΛ

ਖ਼֬ʹ೺Ѳ͠ɺ׆ಈͷҟৗΛ͍ͪૣ͘ݕ஌͢Δ͜ͱ͕ඞཁͰ ɻ͢ؾ

৅ிͰ͸ɺؔ ɺܭपลʹ഑ஔͨ͠஍਒ࢁΛಘͳ͕ΒɺՐྗڠͷؔػ܎

؍ͼԕ๬ΧϝϥʢӈਤʣʹΑΔٴଌ૷ஔ؍ɺ̨̜̥ܭɺۭৼܭࣼ܏

ଌσʔλ౳Λ΋ͱʹɺؾ৅ிຊிʢ౦ژʣٴͼࡳຈɾઋ୆ɾ෱Ԭͷ

৅୆ʹઃஔ͠ؾ؅֤۠ ʮͨՐࢹ؂ࢁɾ৘ใηϯλʔʯʹ͓͍ͯશࠃ

ͷ׆Րࢁͷ׆ಈΛ͠ࢹ؂ɺ؍ଌɾࢹ؂ͷ݁Ռʹ͖ͮجɺ෾Րܯใ

౳Λਝ଎ʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹ஍਒ܭ͸Րࢁମ಺෦Ͱൃੜ͢Δඍখͳ஍਒Λɺܭࣼ܏͸Րࢁप

ลͰൃੜ͢Δ͘͝ඍখͳࣼ܏มܗΛͱΒ͑Δ΋ͷͰ ɻۭ͢ৼܭ͸ɺ

Րࢁͷരൃత෾ՐͳͲͰੜ͡ΔۭؾͷৼಈΛͱΒ͑Δ΋ͷͰɺఱީ

ෆྑ౳ʹΑΓԕ๬ΧϝϥͰՐࢁͷঢ়گΛࢹ؂Ͱ͖ͳ͍৔߹Ͱ΋ɺ෾

Րൃੜͱͦͷن໛Λ͍ͪૣ͘ݕ஌͢ΔͨΊͷ΋ͷͰ ɻ͢(14 ଌ૷ஔ͸ɺଞͷෳ਺ͷ(14ͱ૊Έ߹Θ؍

ͤΔ͜ͱͰՐࢁपลͷ஍֪ͷมܗΛݕग़͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ஍Լਂ෦ͷϚάϚͷڍಈΛਪఆ͠ɺ෾Րͷલ

ஹΛ͍ͪૣ ͱ͘Β Δ͑ͨΊͷॏཁͳखஈͱͳΓ· ɻ͢·ͨɺ੕໌͔ΓͷԼͰ΋؍ଌ͕Ͱ͖Δײߴ౓ͷԕ๬

ΧϝϥΛઃஔͯ͠ ͍· ɻ͢

新たな火山観測施設の整備
ɹฏ੒ ��೥݄̎ ɺՐࢁ෾Ր༧஌࿈བྷձ͸ɺޙࠓ ��� ೥ఔ౓Ҏ಺ʹ෾Ր͕ൃੜ͢ΔՄೳੑٴͼࣾձత
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͠·ͼԕ๬ΧϝϥʣΛ੔උ͠ٴଌ૷ஔ؍̨̥̜ ͨɻ৽ͨʹ੔උͨ͠஍਒ܭɾܭࣼ܏͸ɺҰ෦ͷ؍ଌ఺Λ
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ͨ͠ɻ

ɹ৽ͨʹ੔උ͞Εͨ؍ଌࢪઃ΋׆༻͠ɺؾ৅ி͸ɺՐࢁ෾Ր༧஌࿈བྷձʹΑͬ ͯબఆ͞Εͨ��Րࢁશ

ͯͷՐ׆ࢁಈΛ�� ͯ͠ࢹଌɾ؂؍࣌ମ੍Ͱৗؒ࣌ ͓Γɺ؍ଌ݁Ռʹ͖ͮجɺ෾Րܯใɾ෾Ր༧ใ΍Ր

ͯͬߦྉ౳ͷൃදΛࢿಈղઆ׆ࢁ ͍· ɻ͢

火山機動観測
ɹؾ৅ிͰ͸ɺ෾Ր࣌౳ʹ͸ඞཁʹԠͯ͡Րػࢁಈ؍ଌ൝Λ೿

ͯ͠ݣ ·ಈͷਖ਼֬ͳ೺Ѳʹ౒Ί͍ͯ׆ࢁɺՐ͍ߦଌΛ؍ ɻ͢

ɹ·ͨɺ�� Δ͍ͯͬߦΛࢹଌɾ؂؍࣌ମ੍Ͱৗؒ࣌ �� ՐࢁҎ
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ʹෝ͖ɺྟ࣌ͷ(14؍ଌɺ೤΍ΨεͳͲݱ஍Ͱͷ֤छ؍ଌɺ

ϔϦίϓλʔʢؔྗڠؔػ܎ʣʹΑΔ্ۭ͔Βͷ؍ଌ౳Λ࣮ࢪ

͠ɺܧଓతͳՐ׆ࢁಈ೺Ѳʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ

火山の観測装置

御嶽山での地熱観測
（計画的な火山機動観測）
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第1部　気象業務の現状と今後

イ．噴火警報・噴火予報
ɹؾ৅ி͸શࠃ ��� ͷ׆ՐࢁΛର৅ͱͯ͠ɺ؍ଌ݁Ռʹ͖ͮجɺ෾Րܯใɾ෾Ր༧ใΛൃද͍ͯ͠
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Ր༧ใʯΛൃද͠·͢ɻ

ウ．噴火警戒レベル
ɹ෾ՐܯռϨϕϧ͸ɺՐ׆ࢁಈͷঢ়گʹԠͯ͡ඞཁͱͳΔ۩ମతͳ๷ࡂରԠΛʮฏৗʯɺʮՐޱपล
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ରԠΛͱΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ෾Ր֐ࡂͷܰݮʹͭͳ͕Δ͜ͱ͕ظ଴͞Ε·͢ɻ

ɹ෾ՐܯռϨϕϧ͸ɺʮՐࢁ๷ࡂͷͨΊʹࢹ؂ɾ؍ଌମ੍ͷॆ࣮౳͕ඞཁͳՐࢁʯͱͯ͠Րࢁ෾Ր

༧஌࿈བྷձʹΑͬͯબఆ͞Εͨ �� Րࢁͷ͏ͪ �� ՐࢁͰఏ͞ڙΕ͍ͯ·͢ɻޙࠓɺ͜ͷ΄͔ͷՐࢁ
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エ．その他の火山現象に関する予報
ɹ෾Րܯใɾ෾Ր༧ใͰѻ͏Րݱࢁ৅Ҏ֎ʹ΋ɺՐݱࢁ৅ʹؔ͢Δ༧ใͱ͠ ͯ߱փ༧ใͱՐࢁΨε༧ใ

Λൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

オ．火山現象に関する情報
ɹ্هͷܯใɾ༧ใͷ΄͔ɺՐݱࢁ৅ʹؔ͢Δ৘ใΛൃද͢Δ͜ͱʹΑΓɺՐ׆ࢁಈͷঢ়گ౳Λप஌͠

͍ͯ· ɻ͢

噴火警報と噴火警戒レベル

静穏。

予報の種類	
 発表基準	
 内容	
 

降灰予報	
 一定規模以上の噴火が発生した場合	
 火山灰が降ると予想される地域を発表	
 

火山ガス予報	
 
居住地域に長期間影響するような多

量の火山ガスの放出がある場合	
 

火山ガスの濃度が高まる可能性のある地域

を発表	
 

 

情報の種類	
 内容	
 

火山の状況に関する解説情報	
 
火山性地震や微動の回数、噴火等の状況や警戒事項について、定

期的または臨時に解説する情報	
 

火山活動解説資料	
 
地図や図表を用いて、火山活動の状況や警戒事項について、定期

的または臨時に解説する資料	
 

週間火山概況	
 過去1週間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料	
 

月間火山概況	
 前月1ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめた資料	
 

噴火に関する火山観測報	
 
噴火が発生したときに、発生時刻や噴煙高度等をお知らせする情

報	
 

 

※具体的な対象地域は地域防災計画等に定められています。
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第1部　気象業務の現状と今後

カ．火山噴火予知連絡会
ɹؾ৅ி͸ɺֶࣝऀݧܦ΍ؔؔػ܎ͷઐ໳Ո͔ΒͳΔՐࢁ෾Ր༧஌࿈བྷձͷࣄ຿ہΛ୲౰ͯ͠ ͍· ɻ͢

ఆྫɾྟ࣌ʹ։͞࠵ΕΔ࿈བྷձͰ͸ɺՐ׆ࢁಈʹؔ͢Δ૯߹తͳධՁ͕ߦΘΕ· ɻ͢ؾ৅ி͸ɺͦͷ

ධՁ݁ՌΛ෾Րܯใ౳ͷൃදʹ׆༻ͯ͠ ͍· ɻ͢

火山噴火予知連絡会の定例会

1��


	気象業務はいま2012
	表紙
	扉
	始めに
	目次
	特集1 命を守るための避難と防災情報
	1.平成23年の災害に見る避難行動と課題
	(1)東日本大震災における津波からの避難行動と課題
	質問箱 津波の高さには、種類があるみたいなので教えてください
	(2)平成23年台風第12号に見る避難行動と課題
	質問箱 土壌雨量指数とは？ 流域雨量指数とは？ スネークライン図とは？
	⑶ 平成23年7月新潟・福島豪雨に見る避難の呼びかけ
	コラム 安全確保行動 
	コラム 災害の種類に応じた避難行動
	質問箱 津波から身を守るにはどうすればよいの？

	2.避難の判断を支援する防災情報
	(1)地震
	(2)津波
	(3)火山噴火
	(4)大雨による土砂災害、浸水被害、洪水
	(5)高潮
	(6)積乱雲がもたらす竜巻などの厳しい現象
	(7)自分の命を守るための防災情報
	(8)住民一人ひとりが入手できる防災情報
	コラム 災害情報を活かすことの難しさ

	3.自然災害から身を守るために
	コラム 災害に対する高い耐障害性を有する観測網の構築に向けた取り組み


	特集2 津波警報改善に向けた取り組み
	1. 津波警報等の課題と改善に向けた検討
	2. 津波警報等の具体的な改善
	(1)技術的な改善
	⑵ 津波警報及び情報文等の改善

	3.今後の取り組み

	ﾄﾋﾟｯｸｽ
	1.「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震活動と情報提供
	コラム 余震の見通しの情報（余震発生確率）について
	コラム 大潮の期間の浸水予測マップ
	質問箱 長周期地震動って何？
	コラム 伊豆東部火山群防災対策のこれから〜地元・伊東市の立場から〜

	2.長周期地震動に関する情報のあり方検討会について
	3.伊豆東部火山群における「地震活動の予測情報」と「噴火警戒レベル」
	4.平成23年（2011年）の風水害
	(1)平成23年（2011年）7月新潟・福島豪雨
	⑵ 平成23年（2011年）台風第12号
	⑶ 平成23年（2011年）台風第15号
	コラム スーパーコンピュータシステムの更新

	5.平成23年（2011年）の顕著な火山活動
	⑴ 桜島の火山活動
	⑵ 霧島山（新燃岳）の火山活動と気象庁の対応
	コラム 火山防災体制の構築について

	6. 気候変動や異常気象に対応するための気候情報の利活用の推進
	コラム 交通政策審議会気象分科会の提言に寄せて

	7.海外の異常気象について国内外に情報を提供〜タイの洪水の概要とアジア太平洋気候センターの活動〜
	コラム 全球情報システムセンター及びデータ収集プロダクトセンターの運用開始
	第２回アジア・オセアニア気象衛星利用者会議


	第1部 1章国民の安全・安心を支える気象情報
	1.気象の監視・予測
	(1)気象の警報、予報などの発表
	コラム 指定河川洪水予報とその改善
	コラム 高温注意情報
	コラム 航空機による海氷観測
	⑵ 気象の観測・監視と情報の発表
	コラム GPSから水蒸気の量を求める
	質問箱 海の波（波浪）について教えて！
	⑶ 異常気象などの監視・予測
	⑷ 気象庁の基盤情報システムとインターネットを通じた情報発信

	2.地震・津波と火山に関する情報
	⑴ 地震・津波に関する情報の発表と伝達
	質問箱 地震は予知できるの？前兆すべりとは？
	⑵ 火山の監視と防災情報
	コラム 110活火山と47常時観測火山

	3.地球環境に関する情報
	⑴ 地球温暖化問題への対応
	コラム 海洋気象観測船による二酸化炭素等の高精度・高密度観測
	⑵ 環境気象情報の発表
	コラム 日本最東端の観測所〜南鳥島気象観測所〜
	⑶ 海洋の監視と診断

	4.航空の安全などのための情報
	⑴ 空港の気象状況に関する情報
	⑵ 空港の予報・警報に関する情報
	⑶ 上空の気象状況に関する情報
	⑷ 航空関係者に利用される航空気象情報
	⑸ より精度の高い予測を目指して
	⑹ ＩＳＯ9001品質マネジメントシステムの導入

	5.民間の気象事業

	第2章 気象業務を高度化するための研究開発
	1.大気・海洋に関する数値予報技術
	(1)数値予報とは
	(2)数値予報の技術開発と精度向上
	(3)数値予報モデルの現状
	(4)地球温暖化予測の研究開発

	2.これからの観測・予測技術
	（１）C バンド固体素子二重偏波ドップラー気象レーダー
	(2)今後の数値予報技術
	(3)次期静止衛星のための技術開発
	(4)大雨予測技術の確立に向けて

	3.地震・津波、火山に関する技術開発
	(1)地震災害軽減のための技術開発
	(2)津波警報・注意報の発表・解除に関する技術開発
	(3)火山灰の監視・予測のための技術開発

	4.開かれた研究体制
	コラム 開発途上国の防災気象業務改善のための技術協力


	3章 気象業務の国際協力と世界への貢献
	1.世界気象機関（WMO）を通じた世界への貢献
	2.国連教育科学文化機関（UNESCO）を通じた世界への貢献
	3.国際民間航空機関（ICAO）を通じた世界への貢献
	4.国際的な技術開発・研究計画への貢献
	5.人材育成支援・技術協力について

	第2部 最近の気象・地震・火山・地球環境の状況
	1.気象災害、台風など
	2.天候、異常気象など
	3.地震活動
	4.火山活動
	5.温室効果ガス、黄砂、紫外線など

	住所録
	用語集
	C
	E
	G
	I
	L
	N
	W
	ア
	イ
	ウ
	エ
	オ
	カ
	キ
	ク
	ケ
	コ
	シ
	ス
	セ
	タ
	チ
	ツ
	テ
	ト
	ネ
	ハ
	ヒ
	フ
	マ
	ミ
	メ
	ユ
	ヨ
	ラ
	レ

	索引
	ア行
	カ行
	サ行
	タ行
	ナ行
	ハ行
	マ行
	ヤ行
	ラ行

	奥付
	表４




